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諭櫛 齢 船 飾 鍮 楡 箭 繭 鈴 爺 楡 鍮 鍮 箭 鍮 翁 翁 鍮範 筋 総 騎 続 範 釜 総 麓愉 総 合 箇 會 艶 笛 齢 箇 総 合 由 齢 範 範 籠 齢倫 輸 齢齢 幾 齢

z飩よ鯰 礁 罐 舅

徒 は蝙 ヽ 餞 表‐嬢 饉

贔鶉麒鰺呟 鶉躁薇麒は<

ヽ

● 050‐ 262‐ 7163
●和 5年 11月 1日 号
〈菫 椰

"41号
)

十

一
月
九
日
か
ら
十

一
月
十
五
日
ま
で
の
間
、
全
国

一
斉
に
秋

の
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
季
節
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
予
防
思
想
の

一
層
の

普
及
を
図
る
な
ど
を
目
的
に
、
毎
年
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

今
年
度
の
統

一
防
火
標
語
は

『
火
を
消
し
て
　
不
安
を
消
し
て

つ
な
ぐ
未
来
』
で
す
。

岐
阜
市
消
防
本
部
で
は
、
岐
阜
市
消
防
協
会
、
岐
阜
市
危
険
物

安
全
協
会
及
び
岐
阜
市
防
火
協
会
の
協
力
を
得
て
、
火
災
予
防
啓

発
ポ
ス
タ
ー
を
約
四
千
枚
作
成
し
、
市
内
の
関
係
機
関
、
主
要
事

業
所
な
ど
に
配
布
し
て
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
是
非
、
あ
な
た
の
家
庭
で
も
火
災
予
防
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
よ
う
。

一
月

一
日
か
ら
六
月
二
十
日
ま
で

の
上
半
期
、
岐
阜
市
内
で
発
生
し
た

火
災
は
六
十
五
件
で
、
前
年
の
同
時

期
と
比
較
す
る
と
十
五
件
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。

出
火
原
因
は
、

「電
気
関
係
」
が

最
も
多
く
十
四
件
、
続
い
て

「た
き

火
」
が
十
二
件
、

「放
火

・
放
火
の
疑

い
」
が
九
件
で
し
た
。

火
災
に
よ
る
死
者
は
、
発
生
し
て

お
ら
ず
、
前
年
の
同
時
期
と
比
較
す

る
と
四
人
減
少
、
負
傷
者
は
十
二
人

で
、
九
人
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

火
災
件
数
の
内
訳
は
、
建
物
火
災

が
最
も
多
く
、
三
十
七
件
発
生
し
て

い
ま
す
。

火
災
に
よ
る
損
害
額
は
約

一
億
五

千
九
百
二
十
万
円
で
、　
一
日
当
た
り

約
八
十
人
万
円
の
財
産
が
焼
失
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

火
災
を
無
く
し
て
安
全

・
安
心
な

街
を

つ
く
り
ま
し
よ
う
。

み
な
さ
ま
の
ご
家
庭
に
お
い
て
、
住

宅
防
火
の
い
の
ち
を
守
る
十
の
ポ
イ
ン

ト

（四
つ
の
習
慣

・
六
つ
の
対
策
）
を

確
認
し
、
実
践
し
ま
し
よ
う
。
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今
年
の
火
災
概
況

住

宅

防

火

い
の
ち

を

守

る

十

　

の

ポ

　
イ

　

ン
　
ト

四
つ
の
習
慣

○
寝
た
は
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ

な
い
。

○
ス
ト
ー
プ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
。

○
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば

を
離
れ
な
い
。

○
コ
ン
セ
ン
ト
は
、
ほ
こ
り
を
清
掃

し
、
不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

六
つ
の
対
策

○
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス

ト
ー
プ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全
装
置

の
付
い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

○
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点

検
し
、
十
年
を
目
安
に
変
換
す
る
。

○
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部

屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣
類
及

び
カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎
品
を
使
用
す

フ（０。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
し
、

使
い
方
を
確
認
し
て
お
く
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常
に

確
保
し
、
備
え
て
お
く
。

○
防
火
防
災
訓
練

へ
の
参
加
、
戸
別

訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
の

防
火
対
策
を
行
う
。
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各
地
区
の
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
か
ら

「本
郷
女
性
防
火
ク
ラ
プ
の
活
動
」

本
一郷
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

会
長
　
木
村

ひ
づ
る

本
郷
地
域
の
特
色
は
、
清
流
長
良
川

と
町
の
中
心
に
は
美
し
い
ケ
ヤ
キ
並

木
通
り
が
あ
る
地
域
で
す
。

本
郷
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
五

十
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
本
郷
自
治

会
連
合
会
に
所
属
す
る

「本
郷
女
性
防

火
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
、
各
町
内
か
ら

一

名
ず

つ
参
加
、
総
勢
六
十
七
名
で
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
内
容
は

一
、
防
災
研
究
会
に
参
加

二
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
方
法
の
講
習

・

訓
練
の
実
施

三
、
風
水
害

・
地
震
災
害
時
に
お
け
る

ア
ル
フ
ア
米
を
使
用
し
た
炊
き
出

し
訓
練
の
実
施

様

々
な
訓
練
を
防
災
講
師

の
方
か

ら
指
導
を
受
け
、
地
域
の
ケ
ヤ
キ
並
木

通
り
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
等
で

実
際
に
実
施
訓
練
を
行

っ
て
き
ま
し

た
ｃ昨

今
、
自
助

（自
分
の
身
を
自
分
で

守
る
）
・
共
助

（周
り
の
住
民
で
助
け

合
う
）
の
在
り
方
が
話
題
に
な

つ
て
き

て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
と
し
ま

し
て
も
、
ク
ラ
ブ
単
独
の
活
動
で
は
な

く
、
各
種
団
体
と
の
連
携
が
必
要
で
あ

る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
秋
の
研
修
会
で
は
、
日
赤

奉
仕
団
に
よ
る
三
角
巾
を
用
い
た
応

急
手
当
講
習
を
受
け
、
社
会
福
祉
協
会

か
ら
避
難
所
で
の
詳
し
い
活
動
内
容

に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
九
月
に
明
郷
小
学
校
高
学

年
の
子
ど
も
た
ち
と
自
治
会
の
避
難

所
開
設
担
当
の
方
を
講
師
に
避
難
所

用
テ
ン
ト
の
組
み
立
て
方
法
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
と
参
加
し
、
実
際
に
組

み
立
て
る
こ
と
で
、
お
互
い
に
理
解
が

深
ま
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
が
ご
家
庭
で
訓
練
に
つ
い
て

話
題
に
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
よ
り

一

層
防
災
に
つ
い
て
家
族
で
関
心
を
持

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

災
害
時
だ
け
で
な
く
、
日
頃
よ
り
親
、

子
ど
も
、
自
治
会
、
各
種
団
体
と
共
に

「協
同
で
き
る
地
域
」
を
目
指
し
活
動

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

　̈　０

コ
９

「
三
輪
南
女
性
防
火
ク
ラ
プ
の
活
動
」

二
輪
南
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

会
長
　
後
薦

淳
子

三
輪
南
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和

五
十
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
自
治
会

の
班
か
ら
ク
ラ
ブ
員
を
選
出
し
、
本
部

役
員
五
名

（任
期
二
年
）
、
ク
ラ
ブ
員

五
十

一
名

（任
期

一
年
）
総
勢
五
十
六

名
で
岐
阜
市
の
北
部
、
市
境
の
地
域
で

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

三
輪
南
地
域
に
は
、
田
畑
や
山
林
に

住
宅
が
隣
接
し
て
い
る
箇
所
が
あ
り

ま
す
。
林
野
火
災
が
発
生
し
た
際
や
土

砂
崩
れ
の
危
険
が
あ
る
場
合
に
は
、
円

滑
な
避
難
行
動
が
求
め
ら
れ
、
ま
た
、

長
良
川
本
流
も
近
く
に
あ
り
、
水
に
よ

る
災
害
の
危
険
も
あ
る
地
域
で
す
。

万
が

一
の
時
に
備
え
て
、
普
段
か
ら

自
治
会
と
協
力
し
な
が
ら
連
絡
を
密

に
と
れ
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
六
月
に
避
難
訓
練
と
救
急

救
命
講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
九
月
に
は
、
地
域
の
防
災
訓

練
に
参
加
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
し

た
が
、
感
染
対
策
に
万
全
を
期
し
、
最

小
人
数
の
役
員
で
規
模
を
縮
小
し
て

実
施
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

も
五
類
に
移
行
し
た
こ
と
か
ら
様
々

な
規
制
が
緩
和
さ
れ
、
活
動
が
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
ｃ

六
月
に
は
、
ク
ラ
ブ
員
を
対
象
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
取
扱
い
訓
練
、
胸
骨
圧
迫
訓
練
、

水
消
火
器
を
用
い
た
初
期
消
火
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
の
予
定
と
し
ま
し
て
、
ア
ル
フ

ア
米
の
炊
き
出
し
及
び
配
布
訓
練
、
三

角
巾
を
用
い
た
応
急
処
置
の
訓
練
等

コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
で
き
な
か
っ
た
訓

練
を
今
年
度
は
、
開
催
す
る
予
定
を
し

て
お
り
ま
す
。

災
害
は
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
日
頃
か
ら
備
え
を
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
様
々
な
訓
練
を
開
催

し
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
参
加
を

い
た
だ
い
て
、
有
事
の
際
の
対
策
法
、

対
処
法
な
ど
の
情
報
を
共
有
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
ク
ラ
ブ
員
共
々
、
日
々

頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

応急手当講習の様子

初期消火訓練の様子


